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毎週月曜日～金曜日午前 8:30～午後5:15(祝日、年末年始をのぞく)
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安心
公的な機関です

e
無料で
相1談できます
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1. やっと決まった商品名、他社にも同じ名前力ヽ ..。 4.「差別化」といわれても、

他社との違いをどうやって出せばいいかわからない。

見えない強みは、知財として見える形に洗い出すことができます。

自社の中では今まで意識していなかったようなことも、知財の視点から見ることで重要な強みになるケースが多く

あります。また、強みを知財活用で形にすることで、新たな事業展開が見えてくることもあります。

実は知財活用は、あらゆる事業の強化に有効なのです。

◆

5 .新商品が完成。すぐ展示会に出しちゃったら
特許権や意匠権が取得できなくなるってホント!?

特許権や意匠権の出願はお早めに !

特許権や意匠権を登録するには、原則「公開前であること」が条件です。

新商品や新サービスは、開発の段階から知財窓口へのご相談をおすすめします。

◆

(

で

差し止めになると変更が必要に。

商品名や社名などのネーミングは、使用前に同名が使われていないか調べたり、商標登録などで

保護することで、安全に使用できるようになります。

「INPIT秋田県知財総合支援窓口(以下、知財窓口)」 で、必要なサポートを行います。

◆

i,!。 商品のデザインを「模倣だ」と言われてしまった。..。

最悪の場合は、訴訟から販売禁止になることも。

あらかじめ似ている商品がないか調査をしたり、意匠登録などで自社商品を保護しておくことが

大切です。知財窓口で必要な手続きのサポートを行います。

◆

1:,.
オリジナルの技術、真似されないか心配 ...。

営業秘密は管理して模倣から守りましょう。

技術や製法、レシピなどは、「営業秘密」として管理したり、特許登録など法律で守っておくことが

大切で丸 知財窓国で適切な方法をアドバイスします。

◆

新しく事業を始める
人も、

既に事業をしている人
も。

気になつたらまずは相
談 !
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商標調査支援 商標出願支援など

知財視点からの経営や事業展開のアドバイスなど一

一
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意匠調査支援 意匠出願支援など

商品開発への知財アドバイスなど

営業秘密管理のアドバイス 特許出願支援など
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株式会社 大館工芸社

きっかけ 知名度の高い曲げわっぱ。知財で保護し、ブランドカの強化につなげたい。

サポート 。「曲げわっぱ」の商標出願のサポート
。「BIanc Pa」 の商標出願のサポート

。新商品「お杉わらべ」の商標出願・意匠出願のサポート

成 果 外部の模倣や類似品から守る戦略を知財窓口と連携して行うことで、中小企業規模
でもブランドカの維持・強化を実現可能にしています。新商品「お杉わらべ」は、新た

な顧客の集まる展示商談会で安全にリリースされました。

有限会社 梅屋

きっか1サ 事業拡大と海外拠点の開設を目指す中で、自社ブランドの保護に着目。

サポート 。国内外の商標制度のポイントをおさえたロゴマーク決定のサポート
。専門家 (弁理士)の助言のもと、国内外の商標出願計画を策定

。外国出願補助金の紹介と補助金申請のサポート

成 果 国内出願したロゴマークが商標登録されました。外国出願補助金を活用し、欧州連合
においても商標権が付与されました。店舗やwebサイト、オンラインショップ等で登録

した商標を統一使用して販路を拡大中で丸 契約したドイツのエージェントを介して

欧州に住む顧客の琴のメンテナンスサービス事業も開始しました。
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県内の知財活用事例 その2

矢□貝オ (矢日白勺貝オ産 )と は ?… 新たに生み出された技術やアイデア、デザイン、蓄積された技術上または営業上の情報やノウィハウなど、それ自体で価値のある情報のことです。予期せず起こる知財関連のトラブルには、あらかじめの対応が重要です。
ち さ い   ち て きざ い さん



相 談 の 流 れ

鍮 e
まずは電話 本日  島漿 サポート フォロー

まずはお気軽にお電話

ください。

支援が必要な段階か

わからなくても大丈夫

です。

レ 支援担 当者 が状況や
内容を伺い、アドバイス

を行います。小さなこと

でもお話しください。

レ 必要に応じて最適な方法
でサポートします。

高度な相談は専門家と

の連携支援も行います。

●知財専門家相談
(弁護士・弁理士など)

> サポート後も、新たな
課題への知財対策や

経営のステップアップ

に向けた知財活用なニ

フォローアップ支援を

イ〒います。
018.860.5614 ●窓口支援

●訪問支援
(中小企業のみ)

専門知識を持つ

支援担当者が

サポートします。

にへい よういち みずさわただし いとう じゆんこ こまつ としなり

仁平 洋一    水沢 正 伊藤 潤子   小松 敏成

知財窓□へのアクセス

お車・タクシーの場合

JR秋田駅から約10分

口 県庁第二庁舎駐車場
(利用時間午前8:30～年後5:30)

バスの場合

秋田中央交通バス 県庁・市役所方面行き

9「県庁第二庁舎前」下車すぐ

窓口・訪間・オンラインでのサボートが可能です
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俗 INPIT秋田県知財総合支援窓ロ リサイクル適性◎

IT 独立行政法人工業所有権情報,研修館 (INPIT/イ ンピット)事業

〒010-8572秋 田県秋田市山王三丁目1-1秋田県庁第二庁舎 2階

毎週月 曜 日～ 金 曜 日 午前8:30～午後5:15(祝日、年末年始をのぞく)

所 在 地

受付日時

TEL FAX

q純 兵鵡受託機関 :///▲ 公益財団法人あきた企業活性化センター 総合企画部 知財・デザイン支援課
https:〃 chiza卜 portat inp■ 9。可p/madOguchi/akita/
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018-860-5614 018-863-2390

この印刷物は、印刷用の紙ヘ
リサイクルできます。




